


事前放流のイメージ図

①大雨前に水位を低下
（約20万㎥貯留容量確保）

③下流域の状況により水位調節
（約20万㎥貯留容量復元）

大雨前に事前放流することで、洪水調節容量（空き容量）を確保
大雨による流水をため池に貯留することで、下流域の洪水を軽減

空き容量イメージ

貯貯
内水を

める
ため池の貯留機能向上

焼米ため池の概要

焼米ため池（所在地：武雄市北方町）
・管 理 者 ：白石土地改良区
・貯 水 量 ：約70万㎥
（上段の永谷ため池と合わせ105万㎥）

県内で３番目に大きい農業用ため池操作室
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②大雨により水位上昇
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▽事前放流による水位（V=約50万㎥）
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▽事前放流による水位（V=約50万㎥）
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